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特定非営利活動法人 ＮＰＯ法人エゴノキクラブ  

 

１ 事業の成果 

本年度は、「情報をえるプログラム」と「心と体をうごかすプログラム」を実施した。具体的には、

「情報」のプログラムにおいて、「エゴノキワークショップ 8」と「成果発表会」の２つを開催するこ

とができた。「心と体」のプログラムでは、「高尾山森林保全活動」、「スタディ・フレンド」「エゴノキ

ファーム」、「エゴノキ美術館」の 4 つを実施することができた。これらの活動が（公財）東京都福祉保

健財団の「子供が輝く東京・応援事業」の「定額助成」により安定的な活動を提供することができた。 

本年度は昨年度のトライアルを踏まえ、安全にプログラムを開催することができた。小児がんの子ど

もを育てる親への最新の情報提供、ならびに子どもたちの屋外活動による社会貢献ができた。今後は、

参加人数を増やしていくことを計画している。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 3,203 】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

小児がんに罹患
した子ども・若
者を対象とする
交流活動の支援
事業 

エゴノキファーム 
千葉県佐倉市の畑を借
り、各種作物を栽培する
体験を通して、モノを栽
培する楽しさと自然を体
験した。 

令和 5年 
4 月から
令和 6年
3 月まで 

佐倉市の
畑 

91名 

患者とそ
の家族、
市民ボラ
ンティア 

100名    1,338 

小児がんに関す
る専門家からの
情報を提供する
支援事業 

エゴノキワークショップ
8(オンライン開催)におい
て、各種の専門家からの情
報提供を行った。 

令和５年 

4 月 9日 

オンライン
開催 28名 患者とそ

の家族 56名 848 

小児がんに罹患
した子ども・若
者を対象とする
交流活動の支援
事業 

スタディ・フレンドにお
いて、本の音読や簡単な
英会話によるディスカッ
ションなどで、子どもた
ちの学力向上と良い刺激
を与えた。 

令和 5年 
8､12

月、6年
1 月 

オンライ
ン開催 

10名 

患者とそ
の家族、
市民ボラ
ンティア 

23名    318 

小児がんに罹患
した子ども・若
者を対象とする
交流活動の支援
事業 

KDDIと連携して、高尾山
森林保全活動を行った。 

令和 5年 
10 月 14

日 

高尾山 15名 

患者とそ
の親族、
市民ボラ
ンティア 

60名    288 

小児がんに罹患
した子ども・若
者を対象とする
交流活動の支援
事業 

小児がんの子どもと交流
者で佐倉市の畑において
秋の風景をスケッチし、エ
ゴノキ美術館（ホームペー
ジ上）で公開した。 

令和 5年 

11 月 19

日以降 

佐倉市の

畑 /ホー

ムページ

上 

15名 

患者とそ

の親族、

市民ボラ

ンティア 

100名程
度(推定) 

   128 
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小児がんに関す
る専門家からの
情報を提供する
支援事業 

成果発表会 
ＮＰＯ法人として実施し
た各種の取り組みを紹介
する。参加者同志のリア
ルなコミュニケーション
を図った。 

令和 6年 

3月 17日 

銀座クレ

ストンホ

テル 

20名 

患者親族

及び患者

等 

40名 283 

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

 

な し 

 


